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リウマチ科に通院中のみなさんは、いかが

お過ごしでしょうか？全国的に異常な暑い

日々が続いておりますが、いかがお過ごし

でしょうか。引き続き水分を十分に摂取

し、脱水にならないようにお気を付け、バ

ランス良い食事を摂りつつ、体調管理には

十分注意して夏バテを起こさないように気

を付けてお過ごし下さい。本日は大人のリ

ウマチ性多発筋痛症のお話をします。 

 

「リウマチ性多発筋痛症」とは 

60 歳を過ぎた頃から、朝起きたときに肩や

腰まわりが強くこわばり、動くのがつらい。

そんな症状が続くと「歳のせい」や「ただの

肩こり」と思いがちですが、実は「リウマチ

性多発筋痛症（PMR）」という病気かもしれま

せん。PMR は、原因のはっきりしない炎症に

よって肩や腰の筋肉に痛みやこわばりが生

じる病気です。日本では詳しい統計はあり

ませんが、欧米では 50 歳以上の約 130 人に

1人がかかるとされ、特に女性に多くみられ

ます。 

 

主な症状 

PMR は比較的急に始まります。特徴的なの

は、両方の肩や腰、太もものつけ根の痛みと

朝のこわばりです。こわばりは起きてから

45 分以上続くことが多く、長時間同じ姿勢

でいた後にも強くなります。筋力が極端に

落ちたり、筋肉がやせたりすることはほと

んどありません。肩や太ももの痛みは、筋肉

そのものの炎症だけでなく、関節やその周

囲の滑液包という部分の炎症によって起こ

ります。微熱、食欲不振、体重減少、全身の

だるさ、気分の落ち込みなど全身症状を伴

うこともあります。欧米では、「巨細胞性動

脈炎（側頭動脈炎）」という血管の病気を合

併することがよく知られています。この病

気になると頭のこめかみの痛みや顎のだる

さ、視力低下が起こり、放置すると失明の危

険もあります。日本での合併率は低めです

が、注意が必要です。 

 

 
図 1 リウマチ性多発筋痛症の症状 

 

診断の流れ 

PMR に特有の血液検査はありませんが、炎

症を示す CRP や血沈（赤沈）が必ず高くなり

ます。一方、関節リウマチで陽性になりやす

いリウマトイド因子（RF）や抗 CCP抗体は、

通常陰性です。画像検査では、レントゲンに

骨の破壊は見られません。必要に応じて、関

節エコーや MRI で炎症部位を確認します。

診断には、2012 年に国際的に作られた「分

類基準」が参考にされます。「年齢 50 歳以



上」、「両肩の痛み」「血沈や CRP の上昇」こ

の 3 つが基本条件で、さらに朝のこわばり

の長さや股関節の症状、血液検査、関節エコ

ーの所見などを総合して判定します。似た

症状を起こす病気（高齢発症の関節リウマ

チ、筋肉の病気、感染症、がんなど）を除外

することがとても重要です。 

 

 
図 2 PMR との鑑別が必要な病気 

 

治療について 

PMR の治療の中心はグルココルチコイド

（ステロイド薬[プレドニゾロン]）です。少

量（通常 15mg/日程度）から始め、数日以内

に症状が大きく改善することが多いのが特

徴です。反応が悪い場合は、診断の見直しや

合併症の確認が必要になります。症状が落

ち着いたら、数週間ごとに少しずつ減量し

ます。ただし、急にやめると再発しやすいた

め、半年〜1年かけて慎重に減らします。グ

ルココルチコイドの副作用（糖尿病、骨粗し

ょう症、感染症など）を避けるため、必要に

応じてメトトレキサート（免疫抑制薬）を併

用することがあります。巨細胞性動脈炎を

合併している場合は、より多めのステロイ

ドや、場合によっては生物学的製剤（トシリ

ズマブ）を使うこともあります。 

 

経過と予後 

PMR は命に関わる病気ではなく、多くは数

年以内に落ち着きます。ただし、30〜50％の

患者さんで再発が見られます。高齢者が多

いため、治療中は薬の副作用にも注意が必

要です。 

 

まとめ 

① 60 歳以上で肩や腰の強いこわばりが続

くときは PMR の可能性があります 

② 血液検査で炎症反応が高く、ステロイ

ドに良く反応するのが特徴です 

③ 似た症状の病気をしっかり除外して診

断します 

④ 適切なステロイド治療と減量計画で、

多くは数年以内に治まります 

 

「歳だから」と我慢せず、朝のこわばりや肩

腰の痛みが続く場合は、早めにリウマチ科

や内科を受診してください。早期診断と治

療で、生活の質を大きく守ることができま

す。 

（日髙利彦） 
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